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前

花
の
ビ
ー
ナ
ス
、
晴
れ
や
か
な
花
嫁

新神戸オリエュ新神戸オリエンタルホテルにて

、 ノ、

琴､や漢億店
神戸市中臭区三浬町３丁目Ｉ－９Ｅ０７８型1 8 0 ］5 0 ｋ職職揃

一，』lﾘﾃｨ

新神戸オリエンタルホテル衣裳室
ホテル4 Ｆ･ ロビー東側
TEL(078)262-2908
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ブ
ル
ー
一
一
オ
な
香
り
と
、
さ
わ
や
か
な
飲
み
口
。

酒
造
好
適
米
「
山
田
錦
」
と
灘
の
名
水
「
宮
水
」
で
仕
上
げ
た
、

辛
口
ダ
イ
ブ
の
や
さ
し
い
吟
雛
酒
で
ｆ

サ
イ
ズ
は
料
理
や
雰
囲
気
に
合
せ
て
選
べ
る
３
身
イ
ブ
…
。

７
〜
Ⅳ
度
位
に
冷
し
て
、
ち
ょ
っ
と
お
酒
落
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

一
級
１
８
０
Ｍ
３
０
０
円

一
級
３
０
０
城
４
８
０
円

一
級
５
０
０
城
８
０
０
円

や
く
』

､ 然の恵み､ 心の広がり

選択の鶴

鐸＝鶴

蓋勘
神戸･ 灘沢の鶴株式会社

Ｌ

吟
醸
瑞
兆

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
／
１
３
．
８
度
日
本
酒
度
／
＋
５

。
価
格
は
す
べ
て
〆
Ｉ
カ
ー
希
望
小
売
価
桔
で
魂
●
価
格
に
は
消
蟹
謀
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
．

ゆ
お
酒
は
如
才
に
な
っ
て
か
ら
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１１，、

〈
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
〉

手
が
き
逸
品
な
ら
で
は
の
色
彩
で
、
黒
地
全
体
に
金
箔
亀
甲
紋
取
り
の

あ
し
ら
い
が
、
豪
華
で
存
在
感
の
あ
る
雅
な
訪
問
着
。
肩
、
裾
、
上
前
に

か
け
て
若
松
、
小
梅
、
友
禅
菊
の
模
様
も
や
さ
し
く
、
平
安
時
代
か
ら
好

ま
れ
る
、
お
祝
い
の
席
に
ふ
さ
わ
し
い
、
一
枚
は
持
ち
た
い
着
物
で
す
。

袋
帯
は
金
一
色
の
識
で
大
胆
な
松
と
桐
の
文
織
を
合
わ
さ
れ
、
ス
ッ
キ

リ
と
個
性
的
。

モ
デ
ル
横
川
真
理
子
様
着
付
き
も
の
の
あ
ら
か
わ

きもの＆おしゃれ小物

神戸市灘区山田町3 - 2 →２６六甲ＳＫビル
盆（078）822-3337㈹

１
０
■
Ⅱ
０
１
１
１

〈
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
〉

認
棄
紋
蒔
装
い
…
１
１

爪
＃
州
１
１
※
Ⅲ
享

砕
》
》
缶
》
叫
癖
》
碑
》
《
》
》
燕
偲
》
》
》
》
誕
缶
毎
砕
停
惟
軸
榊
》
》
一

ー二

‐‐･ 子' ｕ剛丁上L - U J ｰ ､ ｰ ‐

神戸市識I ヌ山田町3 - 2 →２６六甲ＳＫピル
盆（078）822-3337㈹

1 1 1 , １１

健
咽誇

■
・

「
一
一
「 一 Ｆ「
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刃
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団
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Ｉ
恥
撫
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炭
●
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‐
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ｂ
－
圭
一
一

ノノ

同

ノ＞、

気
汀
割

込
『
《

１

田

一

罵
嘩蛍r‐

ｌ

『
一

＝

グ〕
４

昌
一
ｈ
り
い
出
ニ
ョ
ー

ノ
傘
『
要
》
頚
１
－
割
“

蕊
ｒ
Ⅲ

犀
●
偽
垂
『
ｆ
尽
辻

斑
手

ア

ニ
二
冨

評

＝』

興
傭
婆
一
舵
ご
含
…

一
宮
，
”
《
Ｊ
》
１
３
Ｆ
１
》
へ
雪

叫
識
４
測
舗
ず

『
屑
与
二
画
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S e c o n d C o v e r ｑ街の風景（2 3 ）

理琴琶宣詫呈迭ｮ 、

や

鋳 慧覇蓉
『

モロゾフの出入□ (1992年） 絵／西村功

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



４

永代洞堂の内部永代洞堂の内部

兵庫大仏｡ 能福寺では､ ただ今､ 永代洞堂のお申し込みを受けつけています。

永代洞堂の仕様蝋需繍蝋｜永代洞堂の仕様｜◎漕需加豊体,０万円以上(二霊迄記帳）
ります。中央正面には能福寺２号 ( 1 2 c m ）一体３０万円以上 ( 四霊迄記帳）
に伝わる木造十一面観世音菩永代洞堂はこの大仏さまと能福寺が存在する１号( 1 8 c m ）一体５０万円以上( 六霊迄記帳）
薩立像（弘仁年間作・国指定かぎり永遠に貴家（貴社）のお精霊をお記りし特大( 2 3 c m ）一体1 0 0 万円以上( 十霊迄記帳）
重文）が安置され、四千体のご供養するものであります。あなたがお申し込◎永代仏の台座に責家（責社）の詞堂番号、名
永代諸精霊をお護りしっつおみになる永代のご仏像は大仏さまのお姿のミ二字、社名のプレートが付けられ－目で識別で
浄土へ導いて下さいます。チユア仏で大きさが四種類ございます。いずれき、戒名・物故社名は永代台帳に記帳されま

も本金箔押し仕上げの豪華なお仏像です。す。記帳霊数は上記の通りです。

名ｒ－

、

新西国観音霊場第2 3 番札所
福原西国観音霊場第3 2 番札所

能 福寺
神戸市兵庫区北逆瀬川町１番地

電話（0 7 8）6 5 2 - 1 7 1 5

ノ
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マ

一母

作／川西祐三郎ｒはねっ子橋』1 9 9 1 年

一面

kM1SinstreetgaIIery<35〉

Ｌ

ー－

－＝－

神戸を描くシリーズー
第２回川西祐三郎

|塁紬し釦と卜掛ﾗIＬ

5 語］

１１画
一
一
一
一

ときめきバンクーかんし幻, ’
は「共感･ 対話･ 信頼_ , を企業
理念として、地域の文化’芸
術の育成に努めております。
この。かんしんストリート

ギャラリーF も芸術の香1 ｃをほ
のかに漂わせたアートスポッ
トとして、本年は、神戸を描
くシリーズと題し、神戸の街
角の風景を描いた作品を紹介
してゆきます。

川西祐三郎画伯
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膨洲聡 奉一勺三参一・二．

二回

一画缶（一詔）画Ｓｊ山」皿ト函邑暇皿鴬 ⅡⅢト，匿

腿
ノ

一
ノ
ー
≦
鈴
f
田

謡簿
Ｌ
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に
取
り
入
れ
て
い
る
と
か
。
「
数
多
く
の
出
会
い
を
通
し
て
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
夢
を
語
る
彼
女
。

今
は
、
２
月
８
日
、
ホ
テ
ル
ォ
ー
ク
ラ
「
平
安
の
間
」
で
お
こ
な
わ
れ
る
デ
ィ
ナ
ー
・
シ
ョ
ー
に
向
か
っ
て
レ
ッ
ス
ン
の
真
最
中
と

の
こ
と
。

雲霧
モ

･ 率副Ｐ

も
と
も
と
は
、
演
歌
を
歌
っ
て
い
た
の
だ
が
、
１
９
８
８
年
３
月
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
西
の
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
に
決
定
し
て
以
来
、
路
線

を
変
更
す
る
こ
と
を
決
意
。
よ
り
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
歌
を
通
し
て
、
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
本
格
的
な
歌
手
に
な
り
た
い
」
と
語
る
悠
希
さ
ん
。

神
戸
と
い
う
土
地
柄
、
外
国
人
の
友
人
達
の
影
響
も
あ
り
、
数
年
前
よ
り
、
洋
楽
に
対
す
る
興
味
も
ど
ん
ど
ん
と
湧
い
て
き
た
と

い
う
。
最
近
で
は
、
自
分
も
お
気
に
入
り
と
い
う
ダ
イ
ア
ナ
・
ロ
ス
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
等
の
曲
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー

長
田
悠
希
（
本
名
・
永
田
優
貴
）
さ
ん
。
普
通
の
女
の
子
と
し
て
大
学
で
英
語
を
学
ぶ
一
方
で
、
歌
手
と
し
て
活
躍
中
。
幼
少
の

頃
か
ら
歌
が
大
好
き
で
、
５
才
で
平
尾
昌
晃
歌
謡
教
室
に
入
学
。
そ
の
他
、
数
々
の
大
会
に
出
場
し
た
経
験
を
持
つ
。

巧
才
の
時
、
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
作
詞
家
の
高
田
直
和
氏
と
出
会
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
デ
ビ
ュ
ー
。

で
神
戸
っ
子
浬

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
／
、

ま
だ
ま
だ
、
一
つ
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

長
田
悠
希
〈
歌
手
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
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鰯

諭

″
〃
〃
〃
〃
〃
″
ノ

画
孝
酒
は
、
米
か
ら
造
ら
触
る
の
で
す
。

／人と笑顔と…..．

少
匿
唱
墨
を
一
一
”
跨
憾
蓉
男
託
塞
宰
罰
『
『
Ｉ

酒月

尋
酒
造
り
に
最
も
適
し
た
米
〔
山
田
錦
〕
か
ら
生
ま
れ
た
《
純
米
酒
山
田
錦
》

谷
あ
い
の
、
水
は
け
の
よ
い
、
や
や
粘
土
質
の
棚
田
。
昼
夜
の
温
度
差
の

は
げ
し
い
兵
庫
県
の
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
育
た
ず
、
機
械
化
が
不
適

昔
な
が
ら
の
手
作
業
を
強
い
ら
れ
る
稀
少
、
高
価
な
お
米
で
す
．
大
粒
で

粘
り
が
あ
る
。
し
か
も
、
蛋
白
含
有
量
が
少
な
く
、
す
っ
き
り
と
し
た

酒
質
が
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
米
と
宮
水
、
そ
し
て
伝
統
の
技
。
山
田
錦
は

酒
造
り
の
す
べ
て
に
本
物
を
な
ら
び
揃
え
た
無
双
の
純
米
酒
で
す
。

．＝

農大
関
株
式
会
社

純
米

山
画

芳
醇

勇
閲

※
飲
酒
は
釦
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

、

雲謹

雷雲
一一一コ首鶏：
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＃
い
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一＝践庁
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Ｌ 面

神
戸
っ
子
浬

排

蹄
鎧
準
木
に
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ウ
が
閤
響
化
す
る
慨
端
厳
〈
切
り
絵
作
毒
？
ラ
岡
崎
豪

あ
る
時
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
人
に
「
ミ
ュ
シ
ャ
の
絵
み
た
い
だ
ね
」
と
言
わ
れ
て
、
初
め
て
ミ
ュ
シ
ャ
の
絵
を
見
る
。
自
分
が
求
め

て
い
る
も
の
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
毎
年
行
っ
て
た
パ
リ
の
古
道
具
屋
で
ミ
ュ
シ
ャ
の
デ
ッ
サ
ン
を
見
つ
け
る
。
サ
イ
ン
は
な
か
っ
た

が
タ
ッ
チ
で
す
ぐ
ミ
ュ
シ
ャ
だ
と
判
っ
た
そ
う
だ
。
次
の
年
に
行
っ
た
時
、
高
く
て
諦
め
た
そ
の
デ
ッ
サ
ン
は
ま
だ
そ
の
店
に
あ
っ

た
。
「
ミ
ュ
シ
ャ
の
デ
ッ
サ
ン
が
僕
に
飛
び
込
ん
で
き
た
と
し
か
思
え
な
い
」
と
、
そ
の
出
会
い
を
振
り
返
る
。

２
月
７
日
か
ら
神
戸
大
丸
で
神
戸
中
華
同
文
学
校
校
友
会
躯
周
年
を
記
念
し
て
卒
業
生
で
あ
る
悦
さ
ん
の
切
り
絵
展
「
魅
惑
の
切

り
絵
師
・
悦
瑞
良
の
世
界
」
を
開
催
し
て
い
る
。
神
戸
の
中
山
手
２
丁
目
で
生
ま
れ
、
上
海
テ
ー
ラ
ー
を
経
営
す
る
父
に
見
送
ら
れ
、

デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
名
目
に
東
京
へ
出
る
。
死
年
の
初
個
展
以
来
、
伊
勢
丹
美
術
画
廊
を
始
め
と
し
て
、
数
々
の
個
展
。
そ
の
細
密

な
切
り
絵
技
術
で
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
女
性
と
花
、
鳥
、
動
物
が
四
季
や
喜
怒
哀
楽
を
テ
ー
マ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ペ
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

を
繰
り
広
げ
る
。
そ
の
絵
を
見
る
す
べ
て
の
人
が
そ
の
精
神
力
と
集
中
力
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
世
界
に
留
ま

り
続
け
る
侃
瑞
良
さ
ん
の
真
に
純
粋
な
心
に
感
動
し
て
し
ま
う
。

裏
の
林
の
せ
せ
ら
ぎ
に
は
四
十
雀
や
た
ぬ
き
が
遊
び
に
や
っ
て
く
る
そ
う
だ
。
「
今
年
は
鴬
が
来
て
い
る
の
で
ド
ジ
ョ
ウ
を
買
っ

て
来
た
ん
で
す
よ
」
と
横
浜
の
中
華
街
か
ら
引
っ
越
し
て
９
年
目
に
な
る
鶴
が
峰
の
ア
ト
リ
エ
で
の
静
か
な
生
活
。
今
川
の
展
覧
会

で
展
開
さ
れ
る
、
陰
刻
を
取
り
入
れ
た
切
り
絵
も
世
紀
末
の
今
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
の
数
々
で
あ
る
。

神

咽

霞
一
噸

＃

州
、
偽
一

友一

ｊｊ１召
Ｐ

〆一

Ｆ
即
】Ｆ

」

重
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含雲琴言言

旺
盛
な
知
識
欲
は

生
涯
変
ら
ず
に

久
保
翠

兵
庫
県
立
神
戸
第
一
高
女
高
等
科
は

大
正
十
三
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
頴

原
退
蔵
先
生
の
後
を
引
き
継
が
れ
、
教

育
者
と
し
て
の
大
半
を
高
等
科
画
文
科

に
捧
げ
ら
れ
た
鈴
木
重
雅
先
生
の
お
名

前
の
二
子
を
頂
き
同
窓
会
名
と
し
ま
し

た
。
戦
後
の
輝
沌
が
お
さ
ま
っ
た
頃
、

当
時
の
山
田
静
子
初
代
会
長
が
生
涯
教

育
の
必
要
性
を
打
ち
出
さ
れ
、
会
員
の

賛
同
を
得
て
文
化
講
座
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
漢
詩
の
講
座
を
思
い

が
け
な
く
、
陳
舜
臣
先
生
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
山
田
会

長
の
温
雅
な
中
に
も
内
蔵
さ
れ
た
強
い

ご
意
志
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

司
馬
遷
の
史
記
か
ら
始
ま
り
唐
詩
選

に
う
つ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

時
代
の
歴
史
を
背
景
と
し
て
の
お
話
は
、

世
の
変
転
に
弄
ば
れ
る
詩
人
の
魂
を
実

感
と
し
て
憂
い
、
又
あ
る
時
は
一
服
の

清
涼
剤
と
も
な
る
詩
に
寧
ぎ
を
覚
え
ま

す
。
銀
鈴
会
員
も
時
の
流
れ
に
は
抗
え

ず
老
年
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
知

識
欲
は
今
も
旺
盛
で
、
そ
の
上
、
会
員

の
お
嬢
様
方
が
先
生
の
お
話
を
是
非
と

も
う
か
が
い
た
い
と
知
人
、
友
人
を
誘

わ
れ
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
会

で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
先

生
の
人
温
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
正
十
三
年
に
生
ま
れ
た
高
等
科
が
、

同
じ
年
に
一
足
早
く
お
生
ま
れ
に
な
っ

た
陳
先
生
に
お
世
話
に
な
る
の
も
、
奇

し
き
ご
縁
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
こ
の

会
が
こ
の
後
も
長
く
発
展
し
て
い
き
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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０
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ある集い■海風会

海
風
会

島
田
誠

海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
海
風
会
」
・
二
紀
会
兵
庫
支
部
の

７
名
の
委
員
の
皆
様
に
よ
る
新
し
い
展

覧
会
に
冠
せ
ら
れ
た
名
前
で
す
。
古
来
、

神
戸
の
文
化
は
、
海
か
ら
入
っ
て
き
ま

し
た
。
云
は
ぱ
海
の
風
は
文
化
を
伝
播

す
る
ケ
ー
ブ
ル
で
し
た
。
そ
し
て
、
「
虹

世
紀
へ
向
け
て
著
し
い
文
化
を
遂
げ
る

神
戸
に
お
い
て
、
我
々
も
又
こ
の
時
代

を
創
造
に
加
わ
り
、
行
動
す
る
」
（
高

崎
研
一
郎
支
部
長
）
と
い
う
高
い
理
念

を
躯
っ
て
命
名
さ
れ
た
海
風
会
は
元
町

の
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
拠
点
と
し
て

芸
術
の
秋
た
け
な
わ
の
、
月
妬
日
に
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
中
西
勝
、
坂
本

益
夫
、
西
村
功
、
小
笠
原
誠
次
、
高
崎

研
一
郎
、
大
西
敏
巳
、
犬
童
徹
。
テ
ー

マ
も
色
彩
も
多
様
な
個
性
派
揃
い
。
不

思
議
な
こ
と
に
「
こ
う
し
た
委
員
の
揃

い
踏
み
の
よ
う
な
展
覧
会
は
二
紀
会
兵

庫
支
部
と
し
て
も
は
じ
め
て
」
（
中
西
勝

常
任
理
事
）
と
の
こ
と
。
今
回
を
第
一

回
と
し
、
切
瑳
琢
膳
し
て
神
戸
の
秋
の

芸
術
祭
の
中
心
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

神
戸
の
文
化
情
報
発
信
の
起
爆
剤
た
り

え
た
い
と
大
い
に
オ
ー
プ
ー
ー
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
は
盛
り
上
り
ま
し
た
。
次
々
と
生

ま
れ
る
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
は
必
ず
し
も

現
代
を
共
に
生
き
、
創
造
へ
の
努
力
を

続
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
必
ず
し
も
恵

み
や
励
ま
し
と
な
っ
て
い
な
い
現
状
の

中
で
こ
う
し
た
展
覧
会
が
作
家
と
鑑
賞

者
を
つ
な
ぐ
、
新
し
い
輪
と
な
っ
て
く

れ
れ
ば
。
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
。

画
連
絡
先

神
戸
贈
央
区
元
町
通
３
ノ
５
ノ
、

海
文
堂
書
店
，
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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新
し
い
モ
ル
ツ
は
今
粒
選
り
麦
芽
雪
’
’
０
０
％
。

よ
く
育
っ
た
大
粒
の
麦
だ
け
を
選
り
分
け
て
、
つ
く
り
ま
し
た
。

素
材
の
恵
み
が
豊
か
で
玄
こ
だ
わ
る
だ
け
の
こ
と
は
、
あ
る
．

ち
が
う
ん
だ
な
、
こ
れ
が
っ
。
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